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■「前橋市アーバンデザイン」の策定

　令和元年９月に前橋市アーバンデザインが作成され、エコ・ディストリクト、ミクストユース、ローカルファー

ストという３つのまちづくりの方向性が示されました。これらの方向性に合致し、水辺空間の高質化と利活用の

モデルプロジェクトとして広瀬川が挙げられ、その例として河畔緑地の再整備と遊休不動産のリノベーションや

低未利用地の活用といった官民連携による取り組みが示されています。

■「広瀬川河畔緑地再整備」

　広瀬川は水と緑に恵まれ、萩原朔太郎をはじ

め、多くの文化人や市民に愛された場所である

と同時に明治期には豊富な流水を水車の動力源

として製糸業をはじめとする工業が栄え、まち

の繁栄の起点となりました。

　現在の広瀬川においても、多くの市民に散歩

道として親しまれるだけではなく、その景観を

活かした水辺での乾杯イベントや、キッチン

カーやテーブルを配置した飲食を楽しむイベン

トなど様々な取り組みを行っています。しかし

ながら、オープンスペースが少ないことや、通り抜け車両や路上駐車の多さ、これに伴う歩行者動線の制約など

そのポテンシャルを活かしきれていない部分も多くあります。

　再整備は国道17号から中央前橋駅までの約720mを範囲とし、平成30年度より取り組みに着手しました。

近くにお住まいの方や、商店街組合、店舗経営者、大学生など広瀬川や中心市街地に関係の深い方々によるワー

クショップを開催しそれにより得られた提案や、意見を基に、民間の公共空間利活用によるイベントや社会実験

を実施し、広瀬川の使われ方の検証を行いながら設計しました。また、整備のイメージについてはVR（バーチャ

ルリアリティ）動画を市のホームページに公開し、広く多くの方へイメージの共有を行いました。

　今回の再整備については、設計時にそれぞれの区間の特徴を整理し、上流から「交水堰エリア」、「文学館エリア」、

「太陽の鐘エリア」と３つのエリア分けを行いました。令和２年度に電線共同溝工事を実施し、令和３年度に「文

学館エリア」の再整備工事が完了し、令和４年度に「太陽の鐘エリア」の再整備工事を予定しています。

■「広瀬川DAYS」と社会実験

　地域住民をはじめ、多くの方の協力により令和３年度末に「文学館エリア」の再整備の完成を迎えることができ

たことを記念し、オープニングイベント「広瀬川DAYS」を広瀬川DAYS実行委員会に実施していただくことと

なりました。このイベントに併せて、前橋市では広瀬川の公共空間も含めた屋外空間の積極的な利活用方法を検
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討し、まちなかの滞在快適性向上のため

に交通規制を含めた社会実験を実施しま

した。

　社会実験により隣接する区画整理事業

の管理地に誰もが自由に使える広場を仮

設置し、市民参加による樹名板やプラン

ターの作成ワークショップを行い、まち

づくりへの関心と愛着を高める取り組み

を実施するとともに、イベント会場周辺

の車両通行規制を行うことによる周辺交

通への影響をAI動態モニタリングによ

り調査しました。

　社会実験による通行規制により普段は

使うことのできない道路空間を活用した

取り組みも広瀬川DAYSでは取り入れ、再整備により生まれ変わった広瀬川の使い方や過ごし方を提案し、滞

在して、ベンチや縁台といった休憩施設で本を読んでもらったり、車道での路上マルシェや地域のおもちゃ屋さ

んの協力による子供の遊び場といったものも用意しました。イベントの最後にはこれまでの広瀬川とこれからの

広瀬川についてのトークセッションを実施し、前橋市長や前橋文学館の萩原朔美館長、ランドスケープの専門家

から、これからの広瀬川周辺の水辺空間の使い方について多くのご意見をいただきました。

　今回のイベントを通して来場者や近隣居住者などを対象としたアンケートを実施したところ、休憩施設が増え

たことによる肯定的なご意見やエリアの賑わいにつながる取組みであった等の意見のほか、車を気にせず歩ける

のは良いが、自転車が入ってくると歩きにくいと思った等の自転車と歩行者の安全対策の必要性や沿線のお店が

もう少し欲しい等のご意見をいただきました。通行規制については来場者、近隣居住者共に９割近くの方から肯

定的なご意見をいただく結果となりました。

■今後の取り組みと課題

　アンケート調査の結果やイベント来場者の感想などから、多くの方が公共空間、屋外空間の積極的な活用に肯

定的であり、今後も継続して公共空間の活用について取り組みながら、今年度整備を予定する「太陽の鐘エリア」

においても広瀬川の魅力を発信し、各エリアの特徴を活かした取り組みを継続していきます。

「広瀬川DAYS」ポスター 路上マルシェ

広瀬川河畔緑地と広瀬川 樹名板作成ワークショップ


